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4月10日に西小倉地区社会福祉協議会が発足

市
内
で
初
め
て
誕
生

市
内
で
初
め
て
の
。
地
区
社
協
”
と
し
て
、
西
小
倉
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
（
竹
原
清
司
会
長
）
が
四
月
十
日
に
発
足
。
急
速
な

都
市
化
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
家
族
や
地
域
社
会
が
果
た
し
て
来
た

福
祉
機
能
が
次
第
に
失
わ
れ
て
い
る
今
日
、
地
域
に
根
ざ
し
た
き

め
細
か
な
福
祉
を
推
進
し
、
人
と
人
の
心
の
輪
を
広
げ
て
行
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
小
倉
地
区
社
協
で
は
今
後
、
約
二

百
人
の
福
祉
委
員
を
先
頭
に
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開

し
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

’
宇
治
市
襲
宿
祉
協
議
会
（
以

’
下
ヽ
社
協
）
で
は
’
Ｈ
ｓ
。
き
め
細

一

か
な
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、

昭
和
五
十
九
年
二
月
か
ら
全
市
域

に
向
け
て
地
区
社
節
の
組
織

化
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
だ
が
、

▲西山喜代次宇治市社協会長（左）から、地区会長の委嘱状を

受け取る竹原清司さん（右）。4月10日、堀池町内集会所で。

基
本
的
人
権
の
尊
重
を

差
別
の
な
い
社
会
は

私
た
ち
の
願
い

五
月
三
日
は
、
憲
法
記
念
日

で
す
。
日
本
国
憲
法
は
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
を
、
そ
の
三
原

則
の
一
つ
と
し
て
い
未
丁
。

私
た
ち
は
、
み
ん
な
互
い
に

幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
、
人
間
ら

こ
の
ほ
ど
そ
の
第
一
号
と
し
て
西

小
倉
地
区
社
協
が
発
足
。
四
月
十

日
に
、
堀
池
（
町
内
）
集
会
所
で
発

会
式
が
行
わ
れ
、
竹
原
会
長
に
委

嘱
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
西
小
倉
自
治
連
合
会

（
小
西
修
次
会
長
）
を
中
心
に
、

喜
老
会
や
心
身
障
害
児
父
母
の
会
、

子
芦
岩
燕
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
各
種
団
体
が
連
動
し
て
組
織
化

・
を
実
男
初
め
て
の
試
み
だ
け
に

活
動
、
’
児
竜
健
全
育
成
活
動
な
ど

を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

5
月
3
日
は
憲
法
記
念
日

し
く
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

・
す
。
こ
の
願
い
を
、
憲
法
で
は

基
本
的
人
権
と
し
て
、
す
べ
て

の
国
民
に
等
し
ぐ
保
障
し
て
い

ま
す
。み

ん
な
の
力
で

同
和
問
題
の
解
決
を

と
こ
ろ
が
現
実
の
襲
守
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
で
基
本
的
人

権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
実
態
が

あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
同
和

地
区
の
人
た
ち
に
対
す
る
教
育

や
就
職
の
機
会
均
等
、
結
婚
の

自
由
な
ど
の
、
基
本
的
人
権
は
、

十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

憲
法
記
念
日
麗
讐
茫
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
匯
が
お
互
い
の

人
権
を
尊
重
し

合
う
こ
と
の
重

要
性
を
見
つ
め

直
し
、
差
別
の

な
い
明
る
い
社

会
を
築
い
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
’

（
同
和
対
策
室
）

ミ ー 一

地
域
福
祉
四
推
進
で

新
し
い
町
づ
く
り
を

西
小
倉
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
会
長

竹
原
清
司
さ
ん

西
小
倉
地
区
は
市
内
で
最
も

一
人
口
が
集
中
し
た
新
興
住
宅
地

谷
す
。
つ
ま
り
、
皿
ハ
型
的
な
都

ご
型
住
宅
地
域
で
あ
り
、
約
七

千
八
百
世
帯
の
地
域
住
民
に
は

生
活
意
識
の
上
で
互
い
に
共
通

す
る
心
の
基
盤
と
い
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
区
社
協
で
は
、
福
祉
委
懸

が
地
域
福
祉
の
推
進
力
と
な
二

て
曝
め
の
細
か
な
活
動
が
展
里

で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
一

こ
か
淫
民
の
間
に
相
互
の
烹

帯
感
が
生
ま
れ
て
来
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
民
生
委
員
の
推
薦
員

の
経
験
を
通
じ
ボ
ラ
ど
て
ア

活
動
の
使
命
と
い
う
も
の
を
痛

感
。
地
区
社
協
の
構
成
員
に
は
、

熱
意
と
行
動
力
の
あ
る
人
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
掃
原
未

当
に
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
た

め
に
手
助
け
を
し
て
差
仁
王
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
面
は
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
老
人

給
食
会
や
福
祉
バ
ザ
ー
な
ど
、

身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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に
組
織
を
再
編
成
す
る
こ
と
ち
考

え
φ
れ
て
い
水
子
。

か
っ
ア
私
た
ち
は
、
家
族
や
地

域
社
会
の
中
で
互
い
に
支
え
合
っ
・

て
暮
ら
し
で
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

急
速
な
都
市
化
と
核
家
族
化
の
進

行
で
、
こ
れ
ま
で
家
族
や
地
域
社

会
が
持
っ
て
い
た
福
祉
機
能
や
福

祉
環
境
は
次
第
に
悪
化
し
て
い
く

傾
向
に
あ
り
康
司

宇
治
市
社
協
は
二
十
七
年
に
設

立
。
四
十
七
年
に
法
人
化
さ
れ
、

市
民
参
加
で
の
運
営
体
制
を
進
め

て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
急
速
な
社
会
変
化
に
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
が
可
能
な
小

地
域
で
地
区
社
戸
の
組
織
化

を
図
る
こ
と
を
重
点
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

人
七
人
の
心
の
結
び
付
き
が
薄

れ
て
行
く
今
日
、
相
互
に
共
感
を

持
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
頼
り
合
う
こ
と
の

市
民
と
市
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
が
、
今

号
で
発
刊
七
百
号
か
迎
え
ま
し

た
。昭

和
二
土
八
年
三
月
一
日
に

市
制
が
施
行

さ
れ
、
同
年

十
二
月
一
日

に
第
一
号
を

発
行
。
そ
の

中
で
、
「
市

の
施
策
に
つ

い
て
、
正
し

’
い
こ
と
が
ら

を
周
知
徹
底

し
、
も
っ
て
゛

市
政
に
対
す

る
市
民
の
理

解
と
協
力
を

戴
く
た
め
機

万
八
千
人
余
り
で
、
発
行
部
数

も
八
千
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
宇

治
市
政
だ
よ
り
も
、
現
在
で
は

人
口
は
約
土
〈
万
四
Ｔ
ハ
で
五

万
七
千
部
を
こ
え
、
市
民
と
市

市
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

々
の
市
の
事
業
、
行
事
や
市
民

生
活
の
移
り
Ｒ
ｙ
を
報
じ
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
政
の
情
報
提
供

奎
允
実
す
る
た
め
、
五
十
年
二

関
紙
栄
治
市
政
だ
よ
夕
を

’
発
行
し
、
市
民
の
要
望
・
批
判

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
資
料
に
、

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
判
断
資

料
に
」
と
述
べ
、
広
報
行
政
の

基
覗
返
答
ま
し
た
。

市
制
施
行
当
時
は
人
口
も
三

出
来
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
地
区
社
協
へ
寄
せ
る
期
待

は
大
き
い
と
言
え
康
ｙ
。

社
会
福
祉
協
議
会
の

会
員
を
募
集

人
口
の
高
齢
化
や
核
家
族
化
、

都
市
化
な
ど
急
速
な
社
会
の
変
化

は
、
私
た
ち
に
将
来
厳
し
い
時
代

が
訪
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る

よ
’
つ
で
す
。

こ
の
よ
シ
な
時
代
に
は
、
一
人

ひ
と
り
の
努
力
で
互
い
に
心
の
通

い
合
ラ
地
域
福
祉
を
向
上
さ
せ
て

行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
来
ま
す
。
宇
治
市

社
協
で
は
、
市
民
参
加
で
福
祉
を

推
進
す
る
た
め
に
、
全
戸
会
員
制

の
達
成
、
小
地
区
社
協
の
整
備
、

ボ
ラ
ン
テ
″
ア
活
動
の
振
興
で
、

事
業
の
基
盤
強
化
を
図
っ
て
行
く

こ
と
に
し
て
い
康
司

会
費
は
一
人

年
額
5
0
0
円
か
ち

宇
治
市
社
協
が
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
中
核
と
し
て
活
動
を
展
開

で
き
る
よ
う
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
会
費
（
年
額
）
〉

▼
一
般
会
原
・
・
五
百
円
・

▼
賛
助
会
學
：
千
円
以
上
。

▼
特
別
会
員
・
・
・
一
万
円
以
午

な
お
、
お
申
し
込
み
は
町
吋
（
自

治
）
会
長
さ
ん
ま
で
、
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
宇
治
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
酋
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
盃
扇

さ
れ
て
い
ま
す
。

親
し
ま
れ
、
読
ま
れ
る

市
政
だ
よ
り
へ

宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
市
政

の
動
き
と
共
に
歩
み
、
そ
の
時

民生・児童委員

新任者に委嘱状を伝達

任期は61年11月30日まで

大
久
保
、
西
小
倉
、
爾
ｆ
治

の
三
地
区
で
、
欠
員
と
な
っ
て

い
た
民
生
・
児
童
委
員
の
後
任

者
が
決
定
。
四
月
十
三
日
に
厚

▲昭和26年12月1日発行の

創刊号（部分）

月
か
ら
は
月

三
回
発
行
と

し
、
読
み
や

す
く
親
し
み

や
す
い
紙
面

づ
く
り
へ
と

努
力
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

広
報
紙
は

今
、
市
民
と

市
菊
話
ぶ
だ

け
で
な
く
、
市
民
と
市
民
の
輪

を
つ
な
ぐ
役
割
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
第
七
百
号
の
発
行
を

機
に
原
点
に
民
り
、
親
し
ま
れ
、

読
み
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
広
報
課
）

民生・児童委員新任者氏名一覧

地区名 氏名 住所 電話番号

大久保 扮谷紀子 大久保町田原26－43 ⑩2618

西小介
幸賀幸男 小倉町南堀池68－16 ⑩3117

中嶋玉子 小倉町南堀？ｌｌｌ3，9－6⑩0720

束宇治 大槻カズ子 五ヶ庄芝束23 ⑩5838

生
大
臣
並
び
に
京
都
府
知
事
の

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
の
民
生
・
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
は
、
右
表
の
と
お
り
で

す
。

（
社
会
課
）

449

宇治市政だより7

00号

広がる地域福祉の話

亦十字社員募集にご協力＜ださい

5月は、赤十字

社員増強社資募

集　強調月間



1985年（昭和60年）5月ｌ日発行（2）宇1台市政ンだ＼よ第700号

瀬
田
川
・
宇
治
川
は
、
滋
賀

県
と
京
都
府
の
県
境
の
山
地
を

横
切
っ
て
流
れ
て
お
り
、
こ
の

部
分
は
険
し
い
峡
谷
と
な
っ
・
て

い
る
。
こ
の
峡
谷
に
は
無
数
の

岩
石
が
突
き
立
っ
て
急
流
と
な

り
、
す
ぐ
れ
た
景
観
美
を
つ
く

り
だ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

他
面
か
ら
言
え
ば
水
運
に
と
っ

て
条
件
の
悪
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
琵
琶
湖
に
つ
な
が
る

こ
の
川
に
船
を
通
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
北
国
・
東
国
の
各
地

と
、
畿
内
と
を
結
ぶ
効
率
の
良

い
輸
送
路
が
得
ら
れ
る
。
だ
か

ら
、
こ
の
川
を
水
運
に
利
用
し

た
い
と
い
う
構
想
が
生
ま
れ
て
、

く
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
二
十
三
日
に
、
幕
府
の
儒
官
林

こ
0
川
に
船
を
通
そ
う
と
す
道
春
（
羅
山
）
が
与
一
に
送
っ

る
計
画
は
、
角
倉
了
以
（
一
五

五
四
上
六
一
四
）
に
よ
っ
て

初
め
て
立
て
ら
れ
た
。
了
以
は

丹
波
世
木
村
と
山
城
盆
地
を
結

ぶ
大
川
川
（
保
津
川
）
や
富
士

川
の
改
修
、
鴨
川
、
高
瀬
川
の

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
瀬
田
川

た
書
状
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
書
状
は
、
瀬
田

か
瓜
ｆ
治
ま
で
船
を
通
す
計
画

夕
徳
川
家
康
に
と
り
つ
い
で
く

れ
る
よ
ラ
か
ね
て
か
ら
与
一
に

頼
ま
れ
て
い
た
道
春
が
、
依
頼

に
応
じ
て
こ
の
計
画
を
家
康
に

が
二
、
三
尺
も
引
け
ば
近
江
で

二
〇
万
石
の
新
田
が
得
ら
れ
る

と
家
康
も
賛
成
し
、
計
画
を
よ

く
練
っ
た
う
え
で
上
申
す
る
よ

う
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

与
一
の
こ
の
構
想
が
そ
の
後
ど

の
去
屁
経
過
を
た
ど
っ
た
か

通
船
計
画
を
幕
府
に
提
出
す
る

が
、
峯
順
の
計
画
は
膳
所
が
反

対
し
た
た
め
認
め
ら
れ
ず
、
ま

た
三
郎
兵
衛
も
、
高
尾
村
（
宇

治
田
原
町
）
宇
治
間
の
柴
・
薪

を
運
搬
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

文
政
十
三
年
に
は
、
宇
治
郷
の

ず
に
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
通
船

計
画
に
は
、
宇
治
を
水
運
に
よ

っ
て
再
び
繁
栄
に
導
こ
う
と
す

る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
ぷ
つ
で
あ

る
。

－

「
宇
治
市
史
年
表
」
は
、
一

は
定
か
で
な
い
が
、
通
船
の
だ
嘉
兵
衛
が
近
こ
の
嘔
二
人
と
冊
四
千
円
証
香
料
館
で
発

め
、
川
筋
の
改
修
が
行
わ
れ
た
連
名
で
、
木
材
・
柴
・
炭
を
運
売
中
で
す
。
（
歴
史
資
料
館
）

宇
治
川
の
通
船
計
画

・
宇
治
川
の
改
修
に
も
か
な
り

の
成
算
が
あ
っ
た
考
え
ら
石
］
る

が
、
高
瀬
川
の
開
さ
く
が
完
成

し
た
慶
長
十
九
年
（
ニ
ハ
ー
四
）

に
死
去
し
、
こ
の
計
画
は
実
現

し
な
か
っ
た
。
し
か
し
了
以
の

子
与
一
が
父
の
遺
志
を
継
ぎ
、

そ
の
構
想
か
練
っ
て
い
た
こ
と

が
、
了
以
の
没
し
た
年
の
九
月

言
上
し
た
と
き
の
模
様
を
与
一

に
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
道
春
が
与
一
の
。

計
画
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
。
家
康

は
、
船
が
上
下
で
き
れ
ば
結
構

な
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
失
敗

し
て
も
、
岩
石
を
切
り
開
い
て

湖
水
が
あ
ふ
れ
な
ぐ
な
れ
ば
Ｉ
ハ
、

七
万
石
の
上
田
が
、
ま
た
湖
水

共
働
き
家
庭
な
ど
の
児
童
の
放
課
後
の
安
全
を
図
る
育
成
学
級
。

市
で
は
昭
和
四
十
二
年
か
ら
山
城
地
方
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
開
設
し

て
い
ま
す
。
六
十
年
一
月
と
三
月
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
で
「
育
’

成
事
業
運
営
要
綱
」
を
一
部
改
正
。
対
象
学
齢
の
引
き
下
げ
、
学
級

の
定
数
化
、
協
力
金
の
引
き
上
げ
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
で
四
月

か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。対

象
は
1
～
4
年
生

1
学
級
の
定
数
5
0
人
に

市
で
は
、
留
守
家
庭
児
童
の
放

課
後
の
安
全
と
育
成
を
図
る
た
め

「
育
成
事
業
運
営
要
綱
」
に
毫
っ

童
『
成
学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
回
改
正
し
た
要
綱
の
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
事
業
名
を
「
宇
治
市
留
守
家
庭

児
童
育
成
事
業
」
に
変
更
。

こ
れ
ま
で
の
「
宇
治
市
児
童
健

全
育
成
事
業
」
か
ら
、
事
業
内
容

▲放課後の安全と育成を図る（59年

8月、育成ミニ運動会）／

形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
何
ら
か

の
事
情
で
、
堅
ふ
せ
ざ
る
聚
凡

な
か
っ
た
の
で
今
や
つ
。

そ
の
後
急
泉
四
年
（
一
七

〇
七
）
、
文
政
十
三
年
（
一
八

三
〇
）
に
通
船
の
願
い
が
出
さ

れ
る
。
宝
永
四
年
に
は
、
宇
治

郷
代
官
上
林
峯
順
と
宇
治
郷
惣

代
田
辺
三
郎
兵
衛
が
そ
れ
ぞ
れ

を
よ
り
明
確
化
し
た
名
称
に
し
ま

し
た
。

▽
対
象
児
童
を
小
学
校
一
～
四
年

生
に
。

こ
れ
ま
で
一
上
〈
年
生
を
対
象

と
し
て
き
ま
し
た
が
、
高
学
年
は

集
団
で
育
成
す
る
よ
り
も
家
庭
や

地
域
で
自
発
的
に
行
動
し
目
律
性

を
養
う
年
代
で
激
る
、
下
校
時
間

が
遅
ぐ
な
り
実
際
に
育
成
学
級
で

過
ご
す
時
聞
か
短
い
、
府
下
の
市

町
や
本
市
と
同
規
模
の
都
市
で
は

一
～
四
年
生
か
対
象
と
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
ま
し
た
。

▽
各
学
級
ご
と
の
定
数
を
五
十
人

に
。限
ら
れ
た
施
設
環
境
の
中
で
責

任
か
痔
っ
て
運
営
す
る
た
め
適
正

な
児
童
数
を
定
め
ま
し
た
。

▽
保
護
者
協
力
金
を
市
民
税
所
得

割
五
万
円
以
上
は
四
千
円
に
。

運
営
経
費
の
増
大
や
所
得
に
応

じ
た
公
平
な
負
担
を
図
る
た
め
五

十
八
年
か
ら
据
え
置
か
れ
て
い
た

協
力
金
を
】
部
引
改
上
げ
ま
し
た
。

▽
運
営
内
容
な
ど
を
社
会
教
育
委

員
会
で
総
合
的
に
検
討
。

学
校
代
表
者
、
社
会
教
育
団
体

代
表
者
、
学
識
経
験
者
か
ら
構
成

搬
し
た
い
旨
を

願
い
出
た
が
、

町
の
衰
微
を
憂

え
る
大
津
が
反

対
し
た
た
め
、

こ
の
計
画
も
実

ら
な
か
っ
た
。

瀬
田
川
Ｅ
宇

治
川
に
船
を
通

す
構
想
は
、
計

画
が
起
こ
る
た

び
に
膳
所
・
大

津
が
阻
止
し
た

た
め
実
現
を
見

す
る
社
会
教
育
委
員
会
で
育
成
事

業
に
つ
い
て
よ
ひ
総
合
的
に
検
討
。

こ
の
た
め
こ
れ
ま
で
の
育
成
学
級

運
営
協
議
会
を
廃
止
し
ま
し
た
。

λ
級
児
童
の
9
3
％
が

1
～
4
年
生

市
で
は
、
近
隣
市
町
村
の
卜
″

プ
を
切
っ
て
四
十
二
年
に
育
成
事

業
を
ス
タ
ー
ト
。
開
設
当
時
二
校
、

一
～
三
年
生
六
十
八
人
で
出
発
し

ま
し
た
。
五
十
三
年
に
対
象
学
齢

奎
八
年
生
ま
で
引
き
上
げ
、
そ
の

後
大
奇
ぐ
見
直
す
こ
と
な
く
存
続

し
て
き
ま
し
た
。
六
十
年
四
月
に

は
、
二
十
校
、
一
千
百
三
十
人
と

な
り
蕃
6
の
土
ハ
こ
八
倍
に
増

え
て
い
ま
す
。
五
十
九
年
五
月
の

調
査
で
は
、
市
内
の
児
童
数
は
一

万
七
千
九
百
五
十
人
、
そ
の
う
ち

二
Ｉ
％
に
当
た
る
三
千
七
百
十
七

人
が
留
守
家
庭
児
童
と
な
っ
て
い

車
ｙ
。
育
成
学
級
に
入
級
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
留
守
家
庭
児
童
の

三
二
％
に
当
た
る
一
千
百
八
十
三

人
。
さ
ら
に
入
級
児
童
を
学
年
別

に
見
る
と
、
一
～
四
年
生
ま
で
が

一
千
百
四
人
で
九
三
％
を
占
め
て

▲峡谷をつくり出す宇治川

い
ま
ず
。

1
億
円
を
超
え
る

事
業
運
営
経
費

｀
五
十
九
年
度
の
育
成
事
業
所
要

経
費
は
、
総
額
一
億
一
千
五
百
万

円
。
そ
の
う
ち
施
設
整
備
費
の
一

千
二
百
万
円
夕
賑
い
た
一
億
三
百

万
円
が
運
営
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
運
営
費
と
し
て
は
、
指
導
員

に
か
か
る
費
用
が
九
千
五
百
四
十

万
円
（
全
体
比
八
三
％
）
、
学
用
品

や
事
務
費
と
し
て
二
百
五
十
万
円

八
二
猫
）
、
施
設
の
維
持
管
理
費

三
百
万
円
（
三
％
）
と
な
っ
て
い

．宇治市育成学級

59年度事業経費の内訳（決算見込）

文
化
財
修
理
に

府
の
補
助
金

府
で
は
、
国
民
共
通
の
財
産
と

も
い
え
る
社
寺
な
ど
の
文
化
資
料

を
保
存
し
、
長
く
後
世
に
守
昨
畠
一

え
て
い
く
た
め
に
補
助
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
府
が

認
め
た
文
化
財
の
修
理
、
皆
火
、

防
犯
な
ど
の
事
業
を
対
象
に
一
定

0
補
助
か
ず
る
も
の
で
す
。

六
十
年
度
の
補
助
金
申
請
は
、

五
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
こ
の
制

度
の
適
用
を
ご
希
望
の
人
は
、

五
月
四
日
ま
で
に
宇
治
地
方
振
興

局
総
務
課
（
－
無
Ｔ
1
0
1
）
ま
、

た
は
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
。

（
貧
ｍ
了
1
4
1
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
・（

社
会
教
育
課
）

1

ま
ず
。
一
方
、
歳
入
で
は
保
護
者

協
力
金
が
三
千
三
百
五
十
万
円
、

補
助
金
が
九
百
五
十
万
円
、
市
税

等
の
一
般
財
源
か
ら
は
七
千
二
百

万
円
を
支
出
し
て
い
毒
了
。

今
回
の
運
営
要
綱
改
正
に
つ
い

て
は
、
育
成
学
級
開
設
後
十
八
年

を
経
過
し
、
そ
の
間
の
社
会
的
状

況
の
変
化
や
経
費
の
増
大
に
対
す

る
負
担
の
公
平
化
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
方
面
か
ら
検
討
し
、
事
業
の

見
直
し
を
ず
る
時
機
だ
と
判
断
し

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
育

成
学
級
の
責
任
あ
る
運
営
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新茶の香りを全国へ

便りと電話で届けます

五
月
二
日
は
八
十
八
夜
－
新

茶
の
香
り
に
包
ま
れ
た
宇
治
の

街
は
、
こ
れ
か
ら
活
気
が
あ
ふ

れ
て
き
康
ｙ
。
高
級
日
本
茶
の

代
名
詞
に
な
っ
て
い
る
ほ
ｙ
杢

国
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
宇

治
茶
。
こ
の
宇
治
茶
に
一
層
親

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
第
七

回
宇
治
新
茶
ま
つ
り
を
開
き
ま

す
。当

日
は
、
茶
摘
み
を
体
験
し

た
り
、
製
茶
場
を
見
学
し
た
り

し
な
が
公
孫
の
白
川
の
里
を

バ
ス
ツ
ア
ー
で
散
策
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
気
軽
に

▲八十八夜に新茶初摘み（59年5月2日）

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
5
月
Ｈ
日
出
と
1
2
｀
日

旧
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

ご
ろ
ま
で
（
出
発
は
京
阪
宇

治
駅
前
か
ら
午
前
1
0
時
～
午

後
1
時
ま
で
の
間
に
随
時
バ

ス
を
発
車
）
。

▼
行
程
・
：
京
阪
宇
治
駅
前
↓
国

鉄
宇
治
駅
前
↓
白
川
共
同
組

合
製
茶
場
（
見
学
丁
宇
治
心

茶
組
合
製
茶
工
場
（
見
学
）

ト
茶
摘
み
娘
撮
影
会
↓
白
川

茶
園
（
茶
摘
み
体
験
）
↓
白

山
神
社
、
地
蔵
院
拝
観
↓
茶

業
研
究
所
下
↓
宇
治
市
観
光

セ
ン
タ
ー
（
新
茶
の
お
土
産

と
、
中
の
島
で
新
茶
の
無
料

接
待
）
。

▼
参
加
券
：
木
全
土
百
円
（
前

売
り
千
円
）
、
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
六
百
円
（
前
売
り

五
百
円
）
。
バ
ス
代
、
拝
観
料
、

新
茶
の
お
土
産
（
大
人
だ
け
）

を
含
む
。
観
光
セ
ン
タ
ー
、

観
光
案
内
所
、
京
阪
交
通
社

営
業
所
で
発
売
中
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治
市
観
光

セ
ン
タ
ー
（
寫
ぎ
Ｉ
芭

ま
で
。
（
商
工
観
光
課
）

新茶は、年間でほんの短かい期間だ

け味わうことができるもの6そのさわ

やかな香りとさっぱりとした後味は、

大きな魅力てｒす。宇治茶宣伝対策協議

会では、この新茶を全国へ郵便でお届

けする「宇治の里から新茶のたより」

と、新茶をおいしく飲んでいただくた

めのコツをお教えするテレホン・サー

ビス（ｆｆ⑩4949）を始めました。ぜ

ひ一度ご利用ください（農林茶業課）。

「宇治の里から新茶のたより」は、1，000円

（Ｉｆ茶70グラム・、特製使せん、封筒付き）

で5月2日から発売。お求めは、宇治茶商

工業協同組合の加盟店、農業協同組合で。

450

宇治新茶まつり

5月11・12日　白川の里で

運営要綱を改正
宇
治
市
史
の
窓責任ある運営を図る

育
成
学
級

テレホン・サービス

電話234949



1985年（昭和60年）5月1入日発行
ｉ台ｍｍ（

皆
さ
ん
は
、
宇
治
公
民
館
の
「
宇
治

自
然
史
ク
ラ
ブ
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

ク
ラ
ブ
が
で
き
て
か
ら
、
こ
と
し
で
四

年
目
。
た
だ
今
、
含
原
意
集
し
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
、
市
内
の
小
学
校

五
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
会
員
が
一

緒
に
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。
野
外
学
習

で
は
、
地
層
や
岩
石
を
観
察
し
た
り
採

集
し
な
が
ら
自
然
の
姿
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。
化
石
や
鉱
物
の
整
理
を
し
た
り
、

指
導
者
の
楽
し
い
お
話
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
友
だ
ち
と
誘
い
合
っ
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

宇治自然史クラブの例会日程表

▲「宇治自然史クラブ」の野外学

習（市内の宅地造成地で地層を

調べる。59年6月3日）‥Ｉ

1
1
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
1
1

－
ｉ

会
員
を
募
集
中

▼
対
象
・
：
市
内

に
住
ん
で
い
る
小

学
校
5
・
6
年
生
、

中
学
生
、
高
校
生

▼
定
員
・
：
3
0
人
で

先
着
順
▼
会
費
・
：

五
百
円
（
半
年
）
。

野
外
学
習
の
交
通
費
は
自
己
負
担

▼
例
会
…
左
表
▼
会
場
・
：
宏
参

民
館
▼
指
導
者
・
・
完
維
孝
館
中
学

校
教
諭
、
吉
川
健
次
さ
ん
▼
申
し

込
み
山
落
公
民
館
（
宇
治
里
尻

7
1
－
9
豊
⑤
2
8
0
4
）
へ
電
話

か
来
館
で
。

（
宇
治
公
民
館
）

回 日程 内容（テーマ）

1
5月18日出

午後2時～4時

オリエｙテーション

宇治市北方山地の岩石について

2
5月26日（日）
午前9時～午後4時

野外学習（醍ＢＳＩ・上炭山方面）

醍醐の山地を調査しよう

3
6月8日出

午後2時～4時
醍醐山地の岩石の整理
鉱物についてのお胆ｌ）

4
6．月16日（日）

午前9時～午後4時

野外学習（南山城和束町方面）

南山城の山地を調査しよう

5
7月6日出

午後2時～4時

和束の岩石の整理

火山岩についてのお話（1）

6
7月23日（勾

午前9時～午後4時

野外学習（園部町方面）

丹波高原の火山岩を調査しよう

7
8月2日吻・

午後2時～4時

丹波高原の火山岩の整理

火山岩についてのお話（2）

8
8月8日閑

午前9時～午後4時

野外学習（宇治市笠取方面）

宇治東部山地を調査しよう

9
8月27日（幻

午後2時～4時

宇治市笠取の岩石の整理

鉱物についてのお諒2）

10
9月8日（日）

午前9時～午後4時

野外学習（宇治市広野町・城陽

市長池方面）

宇治市南部の新しい地層を調査しよう

11
9月28日出

午後2時～4時

岩石・鉱物の整理、標本づくり

学習のまとめ

明
星
町
三
丁
目

早
川
愛
ち
ゃ
ん

お
知
ら
せ

水
道
料
金

集
金
日
が
一
部
変
更

昭
和
六
十
年
度
か
ら
市
内
一
部

地
域
で
、
水
道
使
用
者
の
地
区
番

号
と
整
理
番
号
が
套
ぢ
ホ
チ
。

そ
の
た
め
、
水
道
使
用
料
金
の

集
金
に
お
伺
い
し
て
い
る
所
で
は
、

集
金
日
が
疹
石
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。水

道
部
で
は
、
地
皿
寧
分
割
し

愛ちゃんはキューピーさんとそ

っくり。お人形をかわいがるとこ・

ろは、やっぱり女の子です。

この欄に掲載するお子さん（59

年5月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

て
地
区
番
号
と
そ
の
中
の
各
戸
に

整
理
番
号
を
つ
け
て
、
メ
ー
タ
ー

の
検
針
、
料
金
の
計
算
な
ど
の
事

務
処
理
を
し
て
い
毒
丁
。
近
年
、

地
域
開
発
や
住
宅
建
設
な
ど
で
地

域
の
情
況
が
変
わ
り
、
実
態
に
合

わ
せ
て
調
整
す
る
た
め
、
こ
の
ほ

ど
地
域
割
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

（
水
道
部
）

在
宅
障
害
者

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業

五
月
か
ら
始
ま
る
新
規
事
業
で

す
。

〈
手
話
教
室
〉

・
▼
と
き
・
：
5
月
1
7
日
～
7
月
1
9

日
の
毎
週
金
曜
日
（
全
1
0
回
）
、

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
手
話
を
学

ぶ
意
欲
の
あ
る
人
▼
指
導
ミ
手
話

通
訳
者
の
皆
さ
ん
他
▼
費
用
・
：
無
一

料
▼
申
し
込
み
｀
・
問
い
合
わ
せ
…

5
月
1
0
日
廊
ま
で
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
萱
⑩
5
6
5
4
）
ま
で
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

5
月
2
日
か
ら
服
用

五
月
二
日
か
ら
、
ポ
リ
オ
（
急

性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン
の
服

用
が
始
ま
り
ま
す
。
日
時
や
会
場

な
ど
は
、
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
保
健
予
防
課
）
・

儀
式
作
法
教
室

▼
と
き
…
5
月
1
0
日
～
6
月
7

日
の
毎
週
金
曜
日
、
5
日
間
。
午

後
1
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
…

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容

：
山
城
地
方
の
冠
婚
葬
祭
の
儀
式

作
法
と
し
き
た
り
▼
講
師
・
：
儀
式

作
法
研
究
会
代
表
、
岩
上
力
さ
ん

▼
定
員
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
府
立
宇
治
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
（
霧
ｙ
3
1
5
）
へ
電

話
で
。
（
交
通
労
政
課
）

ご
協
力
く
だ
さ
い

商
業
統
計
調
査

商
業
統
計
調
査
票
の
記
入
は
お

済
み
で
し
よ
ラ
か
。
近
日
中
に
、

調
査
員
が
調
査
票
の
回
収
に
伺
い

毒
了
。
ま
だ
記
入
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
お
忘
れ
な
く
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

（
企
画
課
）

特別土地保有税

課税対象が拡大

昭
和
五
十
七
年
度
1
〈
十
年

度
の
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
対
象

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
土
地
保
有
税
は
、
一
年

間
に
五
千
平
方
μ
以
上
の
土
地

を
取
得
し
た
場
合
や
、
昭
和
四

十
四
年
一
月
石
以
降
に
取
得

し
た
土
地
を
毎
年
一
月
一
日
現

在
、
五
千
平
方
μ
以
上
所
有
し

て
い
る
場
合
に
課
税
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

ｙ
課
税
対
象

今
回
の
改
正
で
は
、
次
の
要

件
の
全
て
に
該
当
す
る
土
地
に

つ
い
て
特
別
土
地
保
有
税
が
十

年
度
分
課
税
さ
れ
ま
す
。

剛
市
街
化
区
域
に
あ
る
土
地
。

ぼ
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
一
八

十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
取
得
し
た
か
、
取
得
す
る

土
地
。

㈹
「
一
団
の
土
地
」
の
面
積
が

五
百
平
方
片
以
上
、
五
千
平

方
討
未
満
の
も
の
。

㈲
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
を
経

過
し
た
日
の
翌
年
の
一
月
一

日
現
在
に
所
有
す
る
土
地
。

面
積
の
判
定
は
「
一
団
の
土

地
」
単
位
で
行
い
ま
す
。

ｙ
申
告
と
納
付

特
別
土
地
保
有
税
の
納
税
義

務
者
は
、
申
告
書
を
市
へ
提
出

し
、
申
告
税
額
を
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
申
告
・
納
付
期

限
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

申
告
用
紙
は
資
産
税
課
に
あ

り
圭
ｙ
。
問
い
合
わ
せ
は
、
資

産
税
課
ま
で
。
（
資
産
税
課
）

「特別土地保有税」申告・納付期限覆望

取得の時期 申告・納付期限 蟹月

°剛

貧則

霜訓

唇＜≫；

昭和57年％～．58年％ 昭和60年％

58年月・－59年％ 61年％

59年貼～ｗ年河 62年％

60年Ｈ～61年河 63年％

61年％～62年阿 64年％

62年％～ｅ3年％ 65年％

63年％～63年％ 66年％
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ｙ
ご
と
讐
魏
回
難
対
0

▼
と
き
…
5
月
1
3
日
～
6
月
6
▼
参
加
料
・
：
無
料
。
一
人
で
も
、
グ

日
の
毎
週
月
未
曜
日
（
8
日
間
）
、
ル
ー
プ
で
も
参
加
で
き
康
ｙ
。
上

午
後
7
時
半
～
9
時
半
▼
と
こ
ろ
靴
を
も
っ
て
直
接
会
場
へ
。

・
：
北
綱
島
小
学
校
体
育
館
▼
対
象

と
定
員
上
般
初
心
者
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
料
：
一
五
百
円
▼
申

し
込
み
・
：
市
民
体
育
課
へ
。

女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
き
・
：
5
月
1
8
日
～
6
月
1
6

日
の
毎
週
土
・
日
曜
日
（
8
日
間
）
、
’

午
後
2
時
～
Ｊ
‘
時
▼
と
こ
ろ
…
南

小
倉
小
学
校
▼
対
象
・
定
員
…
中

学
生
以
上
の
女
子
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
・
・
・
五
百
円
▼
申
し
込
み

・
：
市
民
体
育
課
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

《
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
》
▼
と
き
…
5

お問い合わせ

市民体育課電話22314

1

第
2
回
宇
治
市

ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
リ
ー
大
会

宇
治
の
街
を
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

ズ
か
薬
し
み
な
が
ら
地
図
か
見
て

▲さあ出発。第18回オリェンテ：，

リング大会（59年5月）

月
輪
の
滝
↓
く
ろ
ん
Ｉ
池
↓
河
内
。
9
時
半
開
会
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
集
公

森
駅
の
’
”
’
＊
□
▼
準
備
品
…
弁
当
、
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
参
加
資
格
・
・
・

水
筒
、
雨
具
（
交
通
費
各
自
負
担
）
市
民
と
市
内
通
勤
・
通
学
者
（
過

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
木
村
長
次
さ
ん
去
の
大
会
で
ふ
位
以
内
に
入
賞
し

（
貧
匹
Ｔ
6
3
3
）
へ
。
雨
天
の
て
い
な
い
こ
と
）
▼
参
加
料
…
1

場
合
は
、
5
月
1
9
日
に
順
延
。
人
三
百
円
、
Ｉ
チ
ー
ム
六
百
円
▼

市
民
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
大
会

▼
と
き
…
5
月
1
2
日
㈲
、
午
前

－
漣
麗
麗
諏
繭
節
節
証
印
言
贈
節
節
Ｉ
言
言
『
‘
8
時
半
～
1
0
時
半
（
小
雨
決
行
）

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
号
、
構
成
人
数
、
コ
ー
ス
名
（
西
▼
集
合
（
受
け
付
け
）

‘
場
所
・
：
府

、
▼
と
き
・
：
5
月
1
9
日
間
、
午
前
コ
ー
ス
か
東
コ
ー
ス
か
）
を
記
入
立
宇
治
公
園
塔
の
島
▼
ク
ラ
ス
・

9
時
半
。
西
コ
ー
ス
は
任
天
堂
前
し
、
5
月
1
0
日
ま
で
に
宇
治
琵
琶
コ
ー
ス
距
離
…
下
表
▼
参
加
料
…

（
国
道
2
4
号
、
西
友
向
か
い
側
）
、
東
4
5
、
市
教
育
委
員
会
市
民
体
育
課
個
人
三
百
円
、
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
人

コ
ー
ス
は
黄
柴
公
園
市
民
プ
ー
ル

前
に
集
合
▼
参
加
費
・
・
・
Ｉ
人
二
百

円
（
保
険
料
含
む
）
・
▼
持
ち
物
・
・
・

ま
で
。
な
お
、
ゴ
ー
ル
は
集
合
場
百
円
）
。
コ
ン
パ
ス
は
主
催
者
で

所
と
異
な
り
求
す
。

Ｉ
″
1
Ｆ
！
／
″
―
Ｊ
～
ｉ
1
4
ゝ
1

筆
記
具
、
弁
当
、
水
筒
▼
申
し
込
市
民
歩
こ
う
会

み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
2
～
叉
の
▼
と
き
・
：
5
月
1
2
日
間
、
午
前

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
、
は
が
き
に
8
時
半
に
市
民
会
館
前
集
合
▼
コ

袋
者
の
住
所
ヽ
氏
名
ヽ
電
話
番
1
予
京
阪
宇
治
Ｔ
混
駅
―

用
意
。
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
持
参
。

軟
式
テ
ニ
ス

市
民
新
進
大
会

（
兼
春
季
優
勝
大
会
）

▼
と
き
・
・
・
5
月
5
日
鴫
、
午
前

申
し
込
み
・
：
当
日
、
午
前
9
時
か

石
会
場
で
▼
問
い
合
わ
す
・
・
岩
ロ

求
さ
ん
。
（
酋
⑩
6
5
6
9
）
へ
。

「市民オリエンテーリング大会」クラス・距離表

個人 個人クラス
Ａ 7～8゛． 中学生以上の個人

Ｂ 5～7゛． 中学生以上の個人（初心者ｌＳｌき）

グループ

（2－5人

1組）

一般クラスＡ 6～8｀． 丹，女または混合で構威するパーティ’

Ｂ 5～？゛．配封沿昌昭尹－＾＾
多＿ｓ 4～6゛。 子どもを含む案族で構成するバー■ｒィ

少年少女クラス4～6゛。 14歳までの男児もしくは女児だけのパーティ．あるいはそ

の混合のパーティ

団鉢受け付け始めます

宇治自然史クラブｊＪｌｊ1ＪＪ2ＪｊｔｙｊｌｊｊｊｌｙｊｙｊｌｊｊｙｊｌｙｊｌｌｌＪｙｊｌ°；ｌｉｊｌ宍ｌ饒言言鸚鸚

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
健

市民体育めお知らせ

入
会
あ

ん
な
い



通事故の法律問題

、

示談の七かた

、

＝賠償額

の算定

、

訴訟や調定のしかたな‥ど

。し

■●●●・●・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・・●●●・●●Ｉ●●●●●●●●●●●●Ｉ●●●●・● 4 ● ● ● ・ ● ● ● ● ・ ● ●●●●●●●●●・・ゝ

社会福祉協議会の法律（£員 1 0 人 ）

／

年

’ 金 丿 結 婚 ダ 心 配 ご ノとかとめ相談白豆φレ

行政
■人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は

、

6 0 年 度 版 「 市 民 カ レ ン ダ

∠

と

手 びき

」に掲載

レ

ご利用ください

。

＼

こめほか

、

市政相談とぷ般生活相談は

市役所市民相談室で

、

消喰苦情相談は商

工観光課でレ教育相談は教育委員会で

、

日曜日を除く毎日受け付け

。

家庭児童相

弛ｉｉ目’

～

全曜同の＾∩防～ 1 ｆ ｉ 皿 ｆ ｔ ｌ － 銘 ｆ ｅ 蚕 桓ふ卜

ＺＭＭ竃－’こ匹ゝ叫Ｍ入・ＺｌｌｌｊＯ－－ノＵ－・・：

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室尚（ａ（§）8698）

で。高齢者職案相談（無料）は毎週火・

金曜日の9時～16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（Ｓ｛ｇｌ5652）で。

1…………………Ｌ………………ｊ…………………………………Ｅ

▲多くの市民が訪れた秋の市民絵画展

（59年11月20日、中央公民館）

京
阪
宇
治
交
通
、
京
阪
バ
ス
折

居
台
口
下
車
徒
歩
三
分
。

春
の
市
民
文
化
祭
が
、
五
月
四

日
出
か
息
八
日
（
振
替
休
日
）
ま

で
中
央
公
民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）
で
開
か
れ
毒
了
。

春
の
市
民
文
化
祭
は
、
作
品
展

示
と
講
習
会
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

す
。
茶
席
も
設
け
柔
ｙ
の
で
、
お

5
月
4
・
5
・
6
日

中
央
公
民
館

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
な
お
、

お
茶
券
は
市
民
文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
）
で
発

売
中
で
す
が
、
当
日
会
場
で
も
購

入
で
き
ま
す
。
料
金
は
一
服
三
百

円
で
す
。

▽
作
品
展
示
：
4
日
・
5
日
午
前

9
時
～
午
後
5
時
、
6
日
午
前

9
時
～
午
後
4
時
。
生
花
、
水

石
、
盆
栽
、
ち
ぎ
り
絵
、
俳
画
、

水
墨
画
、
文
芸
（
短
歌
、
俳
句
八

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）
、
陶
工
芸
、

手
芸
な
ど
。

▽
菊
つ
く
り
講
習
9
：
5
日
午
後

’
1
時
～
3
時
、
無
料
、
希
望
者

は
直
接
会
場
へ
。

▽
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
・
：
6
日
午
後

’
1
時
半
～
2
時
半
、
上
映
作
品

「
源
氏
物
語
宇
治
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燃えないゴミ（市役所清掃事務所ａ22－3141）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）117開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）’

宇洽（半白）

220小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山），羽拍子町（国道筋）｀

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際4京銀前から南京信前までの市

321道筋以南の西浦）伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南別言前

622までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

椛島町（全域）723小倉町（近鉄以東の新田島）

宇洽（戸ノ内、蔭山国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ824内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山．

畑国鉄以吏の下巾．吏巾）

六地蔵（全域）゛木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

925靉頌山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ケ庄（雲雀島、谷前．西田、古川、北ノ庄、西川

1027原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、平野、折坂、福角、一・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）
苑道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田4一里塚．戸ノ内、京大宿舎）

苑道（平町を除く全域）1128明星町（全域）

羽戸山1～4丁目志津川（全域）

宇冶（山本、乙方東内又振、山田）

字洽（里尻、小桜、字文字、壱番、妙楽、蓮華、

塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、、・池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）

1329白川（ｉ：域）

折居台（全域）天神台1～3丁目

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）

1430神明（全域）宇洽（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（ｉ：域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）1531・広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

丙大久保府営住宅（＾～？∩捕■）

広野町（桐生谷、一里山、｀東裏、寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

166／1大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山．久保）

西大久保府営住宅（21～＾？廸）

し尿（城南衛生管理組合む075－631－5171）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

123西浦一部、新開、半野府営住宅、折坂一部
224福角（国鉄以酉）、日皆田、岡本、上村、大八木島
325車田一部、半町．一里塚、ｐノ内（棋島飛地）
7，27車田、丸山、出□（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、合トりぐ国鉄以西）
828福角（国鉄以東）、折坂（府道以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部
929西浦（国鉄以東）、二番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
1030之ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
1131南山（Ｂ）、金草原
136／1南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東ｊ、東巾（国鉄以東）、北畠一部
146／3北畠、桧尾、半尾、須留
156／4花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北ａＨＩ正中（国鉄以東）、町並一部
166／5北御蔵山（半尾）、中御蔵山町並奈良町、ｍ町、炭山令域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、北島．徳水、17柿ノ木町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町

18内畑、西中中村（国鉄Ｐｉ丙）大渥戸（国鉄以西）、壇ノ東、丙浦能小路南端（国鉄以西）
20大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）西浦一部
22寺界道、古川、西田、十ノ序野添谷前西浦一部、ＩＳ林官右仙大林一紀
17笠取

念

い

を一

）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

東山、天王．蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）．123十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以販）

224寺内西浦
325南堀池（本通り以北）南堀池（本通り以南）
727南堀池（大和田中）堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒．井尻、・828中ノ田、名木、浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日，森、一ノ坪、島前、929｀大町、大川原、中川原（大川原線以西），石橋（大川原線以西）

1030巾山ぐ近鉄以ｍ）浜函若林
1131羽拍子町
136／1蛇塚弐番（府道↓以Ｙ．’）池森米阪
146／3蒜ｌｉｌＡ（・ニ・Ｃ・）Ｄ団地｀中央台｀’西山（国道以西）｀

156／4戸ノ内、矢落（国鉄以北）若森（国鉄以北）里尻（国鉄以北）、小桜
166／5東目ｉｌｋ西目川、南落合（0～3の通りまで）
17南落合（4の通り以降～13め通りまで）
18南浦（100～ｎｏ，84～Ｓ、30～33）、大京団地山際一部
20南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、21郡、石橋（大川原線以東）

22老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池寺内一部
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5月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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